
和歌山県消防学校液化石油ガス調達仕様書

和歌山県消防学校の宿泊棟の浴室の温水等及び厨房を適正な状態で稼働させるため、液

化石油ガスの調達並びに保安について定めるものとする。

なお、本仕様書では甲とは和歌山県をいい、乙とは納入業者をいう。

１ 契約方法

液化石油ガス調達単価契約

２ 契約期間

平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日

３ 納入場所

和歌山県消防学校

和歌山市加太２３６２番１９

４ 納入方法

(１)乙は、液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第３７条の４及び

第３７条の５の４に規定するＬＰＧバルクローリー車による供給を行うこと。

(２)乙は、祝日でない月曜日から金曜日までの午前９時から午後５時までの間で、消防

学校と協議の上納入を行うこと。

５ 和歌山消防学校の運営等

(１)業務を行わない日

訓練期間中は土曜日及び日曜日午後５時まで

それ以外の期間は、土曜日、日曜日、国民の祝日及び年末年始

(２)業務時間

５時００分から２０時００分

(３)建物概要

規模：地上２階

高さ：８．０ｍ

延べ床面積：約１，５７０㎡

(３)ガスバルク概要

＊ガスバルク

・ＬＰガスバルク貯槽：Ｉ･Ｔ･Ｏ製 ９８０ Kg 竪型

＊予定使用量

約３，０００Ｎ㎥

(４)使用ガス器具概要

①給湯器 (株)ノーリツ ＣＱ－Ｃ５０３２ＷＺ 合計９台

②熱風炉 ＰＦ－６０５１

③衣類乾燥機 (株)ＴＯＳＥＩ ＴＧ～２２６ 合計４台

④ボイラー ＳＺ－１６０ 合計２台

⑤ガス炊飯器 リンナイ(株) ＲＲ５０Ｓ１

⑥ゆで麺機 タニコー(株) ＴＧＵＳ－５０

⑦３コンロ ＴＳＧＴ－１２３２

⑧コンロ ＴＧＬ－０６１０Ｆ

⑨食器洗浄機 ホシザキ電気(株) ＷＢ－２５Ｈ－２





⑧フライヤー タニコー(株) ＴＧＦＬ－４５Ｃ

①と③，④以外の機器は各１台です。

６ その他

(１)乙は、甲に液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第１６条に規

定に基づく液化石油ガスの販売を行うこと。

(２)乙は、液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第２７条に規定す

る保安業務を行うこと。

(３)乙は、ガス漏れ等がないようガスバルクを適切に監視すること。

(４)ガスバルク貯槽内の残量管理を２４時間常時通信機能システムをもって管理するこ

と。

(５)乙は、既設のガスメーターに替えて、乙の負担においてガスバルクの規格に適合し

たガスメーターの設置を行うことができる。

(６)乙は、液化石油ガス供給契約の契約期間終了後、新たに液化石油ガス供給契約を締

結した液化石油ガス販売業者(以下「新規販売業者」という。)に遅滞なくバルク供給

の引継ぎを完了するため、液化石油ガスをバルク貯槽に規定量充填して引き渡すもの

とし、新規販売事業者は、これに立ち会うものとする。

(７)乙は、液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第３６条及び液化

石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律施行規則第５１条に規定する貯

蔵施設等設置許可申請を行う場合に係る申請の費用を負担する。

(８)契約期間中において、物価の変動等により液化石油ガスの市場価格の変動が著し

い場合で、液化石油ガスの単価を変更する必要があると認めるときは、甲乙協議の

上、液化石油ガスの単価を変更することができるものとする。


